




（４）調査報告（発表のフォーマット）

調査の結果を口頭で発表するための基本的な枠組みを示した。適官数値や語句を

補って利用する。課が進むにしたがってこの枠組みに捕らわれることなく、学習者

の自由な発想で準備し、発表できるようになることが望ましい。また、レポートや

論文を作成するための、書き方の基礎練習ともなるであろう。

具体例として「アンケート編」の第１課を、資料２として末尾に掲げたので参照され

たい。

４．３学習活動と指導法

４３．１学習活動の概要

日本の社会問題やその調査に関する新聞記事を読んで、クラス内でそれについて話し

合う。つぎにその新聞記事や話し合いをもとに、実際に自分たちの身の回りではどうか、

記事の内容を直接自分たちで確認できるようなアンケート調査を試みる。教室外で日本

人の学生や一般の人々に働きかけてアンケートを実施する。その回答を持ち寄り、Ｂ錘ｆ１

し、まとめて、口頭発表したりレポートを書いたりする。またさらに、テーマによって

は討論やディベートに発展させるなど、レベルや学習時間に応じてさまざまな教室活動

に結びつけていく。このように教室内外で実際にコミュニケーションすることを通じて

言葉（日本語）の面での経験を積むと同時に、学習者の相互理解や日本の社会や文化に

対する理解をも深める。（「ｱﾝｹｰﾄ編」）

４．３．２指導法

基本的な指導方法と手１１個、学習活動を以下に掲げる。（「ｱﾝﾄﾄ編」）

また、学習者に示す大まかな活動の内容と全体の流れを、末尾資料３に掲げる。

話し合う。賛成・反ﾇ１７層

－１６７－

｜’

教師の指示・作業 学習者の活動

１

あるテーマについて学習者の興味．

関､を引き出す（話題の提供、質問

の準備など） 。

教師の話を聞く。質問に答える。テー

マに関連した体験を思い出す。

２

課の始めにある新聞記事を読ませ、

テーマに関する予備知識を与える。

次のページにある「要点整理」をさ

せる｡

新聞記事を読む。

｢要点整理」を行なう。

３

:B事の内容に関して話し合わせる。 記事について話し合う。賛成・反対意

見、具体的な経験などを述べる。



(つづき）
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教師の指示・作業 学習者の活動

４

[アンケート調査の準備］

調査表の各項目に目を通させ、質問

を受ける。

調査表の各項目に目を通し、分からな

いところは先生に質問する。

５

全員を４，５人ずつグループに分け

る。（これ以降はグループ作業）

アンケート調査の対象者・人数・実

施方法・回収方法・結果の整既型・作

業の分担などについて決めさせる。

(調査の方法は、インタビューによ

る場合と質問紙配布による場合とが

ある）

グループごとにこれから行なう調査の

準備・実施・回収・整理などについて

話し合って決める。

作業は、全員が公平に分担して受け持

つ。

６

[アンケート調査の実施］

アンケート調査を実施させる。

依頼したりインタビューしたりする

場合の言葉や注意、郵送による場合

の依頼状の形式など、必要に応じて

指導し、練習しておく。

アンケートを依頼するときの言葉や注

意を確認し、練習する。

みんなで決めたことに従ってアンケー

ト調査を実施する。

疑問な点があったら先生に質問したり

助言を求めたりする。

７

[調査結果のまとめ］

回答を持ち寄り、グループごとに

I調査の概要と結果｣に整理させる。

(場合によってこの作業はクラス外

の作業として行わせてもよい）

各自の調査表を持ち寄り、「調査の概

要と結果」の用紙にグループの結果を

集計し、まとめる。

８

調査結果を口頭で報告するための準

備をさせる。（「２．上手な発表を

するために」・２，「３．発表の言

葉く具体例〉」．3を参照）

｢調査の概要と結果」をもとにクラス

で報告するための準備をする。「調査

結果の報告」を参考にする。発表の方

法や分担を決める。



(つづき）

以上示したのは、基本的な授業展開のパターンであって、必ずしもこれに従う必要は
ない。授業展開も教材そのものも、クラスの状況に合わせてさまざまにアレンジすべき

である。特にグループの構成、作業や発表の割り当て方を（学習者自身の話し合いによ

る決定を尊重するが）クラスの状況に合わせて変えることによって、学習者の参加の姿
勢が変わる。

また、課の配列はある程度難易を考慮して並べたものだが、これも順番通りに進める

必要はなく、学習者のレベルや慣れに応じて適宜採用すべきである。

－１６９－

教師の指示・作業 学習者の活動

９

[調査結果の報告］

順次グループの報告をさせる。

自分の発表の準備ばかりに気を取ら

れないでほかの人の発表をきちんと

聞き、必要なことはノートやメモを

取るよう指示する。

｢発表採点表止4によって互いに

評価をさせる。

あとで適切にフィードバックできる

よう注意点などを書き留める。

(場合によっては録音やＶＴＲ収録

なども考えられる）

グループごとに報告する。

全員によく伝わるよう話し方を工夫す

る（声の大きさ、話す速さ、ポーズ、

くり返し、ことばの言いかえなど） ｡

また、視覚資料（ハンドアウト､黒板、

OHP､図・写真など）も適宜利用する。

発表の最後には自分たちの意見や感想
をつけくわえる。

ほかの人の報告もきちんと聞いて、必

要なことを書き留めたり、質問したり
する。

ほかの人や、グループの報告に対する

自分の評価を「発表採点表」に記入す
る ◎

10

[フィードバック］

発表のあと、言語表現・非言語表現

・準備の状態・発表の手１１項・方法な

どの面からフィードバックを行う。

「発表採点表」による採点結果を無

記名で発表することなども。

先生の注意やコメントから自分の発表

を振り返る。

ほかの人たちの採点結果も参考にして

次回の発表ではどのようなことに注意

すべきか考える。

1１

発表のあと討論に発展させたり、発

表した内容をもとにレポートを書か

せたり、学習状況に合わせて次の活

動（個人またはグループの）に結び

つけてゆく。

討論の準備やレポートの作成など、先

生の指示に従って行う。



４３．３発表の方法

課によって異なるが、学習段階やクラスの人数等の状況に合わせて、次のようないく

つかの発表の仕方が考えられる。(1)～(3)から適宜採用して発表をさせる。

（１）個人発表

①調査対象が一人だった場合（ペアワークなど）

相手から得た情報をもとに、その人物を皆に紹介する。その人物が誰であるかは

伏せておいて、紹介の後で誰かを当てさせるなどのゲームを織り込んでもよい。

②調査対象が複数あるいはクラスの全員である場合など

調査した相手の人たち全員の回答を集計し、そのまとめを個人別にクラスで発表

する。

（２）グループ発表

①同一の調査を複数の人が、またはクラスの全員が行った場合（一人が－人を対象

に）

調査し終わった調査用紙を、全員が調査項目ごとに切り離し、項目別に集める。

項目の数と同じ数のグループを作っておく（人数は多少片寄ってもかまわない）。

集められた－つの項目につき１グループカ担当して集計する。その結果とそれにつ

いてグループ内で話し合われたことをもとに、各グループの代表が発表する。

②グループごとに異なった調査を行った場合

同時にいくつかの異なった課をグループ別に担当して調査を行う。グループごと

に調査結果を発表することになるが、グループ内で調査項目別に集計や発表の担当

者を決めて行う。

（３）総まとめの発表

上の(2)の①に続く。調査項目別の発表の際に、他グループの発表内容を全員がそ

れぞれ書き留める。ここでは外の人やグループの発表に注意を払わせるのが目的で

ある。全グループの項目別発表力繋了したところで、再びグループごとに集まって、

今度は全項目についてまとめる作業をする。まとめられた全体の集計結果について、

グループ内で話し合いそこで調査結果の全体像をつかむ。再びグループごとに代

表(複数でもよい）が調査全体についての発表を行う。

５．おわりに

この教材による授業の客観的・科学的な評価は無い。したがって、以下は主観的な自

己評価や印象の類いだが、著者自身にとってはこれまでバラバラだった教材を一冊にま

とめたことによる授業準備に関わる手間の軽減は、物理的にも,､理的にも大きいものが

あり、授業の組み立てが楽になった。楽になった分、さらに細かい配慮や準備が可能に

なった。

できるだけ今日的で留学生の興味を引くようなものを話題に選んだので、学習者にと

ってもテーマの選択の幅が広がった。これは動機付けを刺激するものと思われる。

フォーマットに沿って作業が進められるので、学習者は取り組み易く感じるようであ

る。ただし、マンネリ化もするので、様子を見つつ適宜グループを改編したり、自主的

なテーマに移行させ自ら調査計画を立案し実施させたりすることも忘れるべきでない。

－１７０－



断片的にではある力学習者の反応から、このような方法に慣れることが将来役に立つ
と考えている学生がいることが分かった。学部１年の留学生に聞き取り調査（ニーズ調
査）した黒羽(1994)の報告によれば、「別科で勉強した『実践力のつく日本語学習インタ
ビュー編』は、大学で役に立つのでもっとしたかった。」との回答があったという。・５

注

*１「ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ編」は1992年，「ｱﾝﾄﾄ編」は1993年刊行。

で、発行所は株式会社アルク。

堀歌子（東京大学・早稲田大学非常､勤冒離而），甥

大東文化大学非1鐘i繍師）および本発表者、谷口。

行。いずれも以下の３名による共著

野村美知子（東京大学・燭協大学.

*２２．上手な発表をするために

５F蕊､i噸顧
（１）発表原稿を作る

郡調査の目的をはっきり述べる。

鐘鯛査から細たものは何であるか強iiRlすべきﾉﾉ.(をあげる。

副具体的なデータに基づいて客IIL的に述べる。

＄ろ.文章はできるだけわかりやすいものにする。

準発表内容の綱成を巷える。

導入~何をなぜ調査したかを手虹に述べる。

本諭一調査の方法や結来の分析について説リル、考媛する。

まとめ－調査結果について意見・感恕などをまとめる。

（２）発表形式を考える

発表を効来的にするために、内容によってはポスター・ＯＨＰ・スライド・図Ｑ我・グ

ラフ・絵など適当なものを使ってわかりやすい/j法を将える。

（３）練習

⑮要点をカードにメモし、繰り返し練習し、原摘を兄なくて６MAせるようにする。

<”ＶＴＲやテープレコーダーをI山川したり、他の人にllIIいてもらったりしてリハーサル

をする。

（４）その他

。，必要なら配布するハンドアウト・資料などをjluliliしておく。

廸予ilMされる賀ＩＨＩに対して答えをjllえておく。

騒麺
皆に脚1こえるように７KJの大きさを適切にする。

間いている人の反応を見ながら話す。

発音や語尾をはっきりと、特にキーワードはゆっくり謡す。

できれば適当にユーモアを入れる。

落ち新いた態皮で、視線もl引然に適当に移す。

与えられた時1111内にきちんと発表できるようにする。

）Al板に図や衣をはったり011FなどをI山うときは手ざわよくする。

Ｐ
０

》
処
．
》
今
む

ぴ

『

－１７１－



*３発表の言葉く具体例〉

（１）前置き

○○大学の○○と申します。

私たちの研究グループは、昨年から「○○大学における学生生活実態調査」とい
うテーマで、さまざまな角度から調査を行なって参りました。本日はそのうちの一

部「アルバイトの目的」に関する調査結果がまとまりましたので、それを報告致し
ます。

（２）調査（研究）の目的

本調査は「･…………･」を明らかにすることを目的としています。／本研究
の目的は「…………．.」ということです。

（３）調査の方法

調査はアンケートに無記名で答えてもらうという方法を取りました。／……と
いう方法で行いました。

○○大学の学生○○人を無作意に選び、アンケート用紙を配りました。／インタ
ビュー（面接調査・聞き取り調査）しました。

回収率は○○パーセントでした。

（４）調査結果と分析

では、まずお手元の資料の○○ページをご覧下さい。このグラフはアルバイトの
目的別の割合を示しています。

まず目につくのは、旅行やレジャーに使うためのお金を得ることを目的としてい
る学生が非常に多いことです。全体の○○％にもなっています。
次に多いのは生活費のためにで、意外にも○○％近くにも及んでいます。これは

最近の学費や物価の値上がりを反映してのことかと思われます。
そのほかの目的では、…………

その下に示しました表は、男女別に見た場合の目的別の割合です。これによると

女子学生の場合は男子に比べて、ショッピング目的のアルバイトが多いことが分か
ります。

また、学年別、学部別の表も次のページに掲げました。
（５）全体のまとめと感想

以上見て参りましたように、本調査の結果から「………………」というこ
とが分かりました。また、「…･………･」ということも言えそうです。／うか
がわれます。

（６）今後の課題

今後私たちのグループでは、さらに○○などについても調査を進める予定です。
後日、また別の機会にご報告させていただきます。

（７）結び

以上で私たちの発表を終了致します。／終わらせて頂きます。
ありがとうございました。

（８）質問や意見を受ける

なにかご質問やご意見がございましたら、お願い致します。

－１７２－



*４ ４．発表採点表

●発炎行のill(OiをIlIIいて、点数１！.L(～５ﾉ』（（｣１<ない：Ｍ１、あま')良くない：２点、

IUijm：３Ｊl(、かなり良い：`1点、たいへん1mい：５点）を御ざ入れなさい。

採点者名

爾鶯鱒日
｢別科日本語研修課程におけるニーズ調査」 平成５年度東海大学日本文学

±論文、1994.

－１７３－

発褒者名と皿

内容

ESのfiもしろさ、

楓ERl8どうか

文法

文>f､頂、上の

間口いI3hいか

発音

【3つ４１Jとわが0）

やすいか

印象

表現力やなめらか

ざI』とうか

合叶
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９●+のけ《せＬＯＣ･ｐＰｏｏｊｉ二Ｏ ＩｕＯ二《

Ｆ１．.】&生が実際にけった調査報告「

さくいん
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§１１カラオケについての調斑.．．…………………………………

§１２ワl女の役刺分１１１についての調虎……..…………….……

§１３商佼ﾉｌｉの意識と生活調在……………………….……..…

§１４体ﾉﾉ、スポーツについての調在………………….…..…
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資料２(1) ９１１勺f日岡'二ついての。分

０－－■一一ウーーーーーョ＝旬

i語句･文型ｉ
▲ニニニーーーニ＿=ニーーーーーニ

【語句】
ａっっぽ●

物価iHi
r4

断卜､ソ
ニ（SODリヶ《

｜亘l際比較
ｆｂＯＥＣＬ

水１１旦
句bDe八・ケかく０Ｊ０３

内外価lffA鳳狂
ＵＪｂ

ｌＭｌさ

ほぼ

ぐびらeJOlP

7Ir広上下

、のぎか

割舟Ｈ１
ぶつ年

$ｳﾘ価リポート
わnCT

TH1安

びんＬ《

品目
二９０７ケかく

'j､売価格

やはり

IPUD7bODか“ふり

径穣f企画庁
９８０３Lびん

5t産品
｡，どうぞ、

総合的喝：

Ni塞譲|麹i壁ii室!;窪!；蝋
【表の語句】

たＬｂＤ

ｍ１位
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ほんしかｈやつ

りl子､[靴
ウムヘムO8O

lBU覧料
かｈ勺

iLI醤レート

●■

ｃ
ｑ

ｐ
０
■
０
０
■
●
■
０
．
９
■
０
口
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
■
ｃ
●
●
●
■
●
●
●
■
■
●
①

'■■￣

■■回

■ ● ￣

世
界
５
都
市
の

羽
品
目
の
物
価
比
較
．
〆

経
済
企
画
庁
は
九
日
「
物
価
リ
ポ
ー
ト

則
』
を
兄
災
し
た
。
収
戚
や
一
三
Ｉ
ヨ
ー

ク
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ロ
ン
ド
ン
．

パ
リ
の
五
郎
市
で
二
十
九
品
目
に
つ
い
て

関
ぺ
た
小
冗
価
格
の
側
際
比
絞
（
衷
）
に

よ
る
と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
Ⅲ

願
品
は
、
収
取
の
方
が
外
国
の
郁
市
よ
り

荊
安
だ
が
、
コ
メ
や
ガ
ソ
リ
ン
、
牛
乳
な

ど
は
梨
戒
の
万
が
制
両
に
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
の
鹿
合

的
な
物
価
水
準
の
比
絞
で
は
前
回
に
比
べ

わ
ず
か
な
が
ら
格
溌
か
広
が
っ
た
。

物
価
リ
ポ
ー
ト
で
、
内
外
面
格
調
狂
を

扱
う
の
は
今
年
が
三
回
目
。
調
査
品
目
の

う
ち
、
東
京
の
方
が
四
郎
市
す
べ
て
よ
り

高
か
っ
た
の
は
十
一
品
目
で
、
三
都
市
よ

り
高
か
っ
た
の
は
四
品
目
。
逆
に
、
東
京

の
方
が
四
祁
市
す
べ
て
よ
り
安
か
っ
た
の

は
五
品
目
だ
っ
た
。

品
目
別
の
価
格
差
ぞ
見
る
と
、
コ
メ
（
十

年
・
）
は
典
京
が
パ
リ
の
二
倍
、
差
の
小
さ

い
ロ
ン
ド
ン
と
で
も
一
・
五
倍
の
開
き
が

．
〆
、
牛
乳
が
断
ト
ツ
に

【文型】

１．割高になって 小売価格の国際比較
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あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ニ
鰐
当
た
り
）
は
東

京
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
三
・
四
倍
だ
が
、

パ
リ
よ
り
は
三
％
安
く
な
っ
て
い
ろ
。
牛

乳
（
一
騏
）
は
蜘
京
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
一
・
八
伯
。

こ
れ
に
対
し
、
写
風
の
焼
き
付
け
代
二

枚
当
た
り
）
は
東
爪
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
ほ

写真の焼き付

２．洗洞代は東京

ぽ
同
額
で
、
禦
京
は
バ
リ
の
半
額
、
ロ
ン

ド
ン
の
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
洗
湿

代
（
街
広
上
下
）
は
皿
京
の
力
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
除
く
三
郁
市
よ
り
二
－
四
割
安

い
。ま
た
、
東
京
と
－
－
１
－
ヨ
ー
ク
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
の
間
の
物
価
水
瓶
（
⑧
合
）
は
．

喫
淑
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
比
べ
て
三
二
％
、

同
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
比
べ
て
二
四
％
、
そ
れ

ぞ
れ
商
い
と
試
算
さ
れ
て
い
ろ
。

”1年10月10日の朝日所聞より
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資料２(2)
０－~－－－－つ－－－－－－つ､

ｉ要点整理ｉ
■＝=ニニーーーーーーーーーー＝＝

《うらん了ＯＬ，

新聞:己邸を読んで、空欄に適当な言葉や数字を入れなさい。

、〃､ｸﾞＥ『曲り茜ＤＭ工ＤＤＯ

製哀の小売I血播がほか０ レカnつ７EＣＣ

９１内包函についてJ)。企

空欄に、里〕鼠ZuLZil画ｉ

号を選んで聾き入れなさ

０－~－つ￣~－－－－－つ■■＝旬

i調査用紙Ｉ
■二二二二二二二ニーーーニーー=－９

日本に来て､皆さんも物価のiUiいの'こ篇いているのではありませんか｡そこで､日
本の物価高について調べてみる二とにいたしました｡次の質問にお答えください。

たいへん

たいへん

あまり変

ザいとう

以下の質問にI土、該当する番号に○をつけるか、あるいは空欄に記入するかし

てください。（いくつでもかまいません｡）

１．次の中で、自国での値段と比べてあなたがいつも商いと感じているものは何ですか。
臣ＬよりＵＬ ｂｂ９Ｊ４リム ニナロヮひ

①食料品②日用品③衣料品④交通費⑤水in･光熱衝
つりしんひ し』⑰Ｏａ４」OP Gb1ZOひ

⑥jUi信費⑦習１５．文ljlH⑧外食費⑨医療費⑩住居費

⑪学費⑫その他（）

２．日本のほうが安いのは何ですか。山体的に）

3．あなたの１か月の生活団で、いちばんかかるものは何ですか。
ごＦＤ《こうDODひ

①食費②家Iﾖ【（部Iv1代）③本･文房具代④娯楽･交際間

⑤趣譜代⑥洋服代⑦交通費⑧その他（）

4．日本の物価が高いのは、どんな二とが原因だと思いますか。（いくつでし可）

①原料を外国から輸入している物が多い。
０６９つりふくざつ

②流迅i力s複椎である。
ろうどうり』《

③労ＩＥＩ力が不足している。
かぎJ96u9Cう じ沼

④過剰包装などに無Etなお金をかけすぎる。

⑤消費者が、少しくらい高くても気にせずに買う。
２４プム

⑥働いている人の貨金がin5い。
JBB

⑦政府が物価を抑える努力をして０，ない。

⑧その他（）

東京、ニューヨーク、

－ヨークより９６、

ご協力どうもありがとうございました。

－１７６－

調べた機関

調査した都市

調査した時期 年月

調べた小売価格の品目数品目

東京の小売価格がほかの.l都市より高かったのは品目

東京の小売価格がほかの３都市より高かったのは品目

東京の小売価格がほかの４都市より安かったのは品目

ご自身について 出身国： 性別：男性・女性

来日後：年か月 住んでいる所：繩近J7j
jV7uAⅨ

米

牛肉

牛乳

バナナ

コーラ

ピール

ティッシュペーパー

雑誌

洗ＩＭＩ代

写真焼き付け代



資料２(3)
０－つ－－－~－－￣￣ウーゥーーーー←Ｐ－－－－つ－つ－－－句

｜調査の概要と結果｜
ロニニーニーー壹二ざ---‐＝＝＝＝＝＝ニーニーーニーーーーーニ

[調査の概要］

四査者：

囚査の時期（期間）：年月（～年月）
たいし49

12i盃の対象：

囚査の方法：アンケート調在（面接聞き取り／郵送配布）

凹査の目的：日本の物価高について、日本在住の外国の人たちはどのように感じてい

るのか。商いものは何か。また安いものは何かなどについて劇ぺる。

[調査結果の集計］

Ｆ－－－Ｐ~－－ＰＣ￣ローーーィ

｜調査報告ｉ
Ｑ＝＝ニニニニーーーーーーーーーム

日本に来て、皆さんも物価の高いのIこ驚いているのではありませんか。そこで、

今回私たちは日本の物価高について調べてみることにいたしました。私たちも含

めて、日本で生活している外国の人たちは、どのようなものを高いと感じている

のでしょうか。また、日本のほうが安いものは何でしょうか。そのようなことに

ついて調査してみましたので、その結果を報告いたします。

調査の概要を先に申し上げます。

調査の目的はただいま述べたようなことです。

この調査を行ったのはさんとさん(と…･･･)．それ

1．自国での値段と比べて

⑦曹稗

⑬

２．日本のほうが安いのは

に私です。（私が代表してお話しいたします｡）

調査の方法はアンケートによるもので、直接会って聞き取りました／郵送で配

布しました／直接配布し、記入してもらったものをあとから回収しました。

調査の対象としたのは、今回は、この同じ学校で学んでいる留学生一名の方

たちです。回収率は％でした。これらの人々の男女別の人数ですが、男性

名、女性名です。また、国別にみると、

３．１か月の生活費で、い

０

調査を実施したのは、今年の月日から日間です。

ではこれから、その結果を発表いたします。

アンケートのはじめの質問は、「自国での値段と比べて、いつも商いと感じてい
く▲た（し

るものは何か」というもので、１２の選択肢の中から選んでﾒLを付けてもらいまし
よくすり

た･複数回答です。その結果、高いと感じてし]るものでいちばん人数の多かった

のはで（人)、次はで（-人)、以下、順に

。

この結果を見ると、多くの人たちが

ということがわかると思います。

－１７７－

品
酔

用
》
日
》

②
》

・
仔
〃
仏
ロ
・

文
》
Ｉ
配

：
他
》

箱
｛
の
》

宙
》
そ
》

⑦
》
⑫
一

②

⑦

②家賃（「

①食料品

人

⑥通個質

人

⑪字間

人

①

人

⑥

人

①食費

人



資料３

アンケート調従・準備から発表まで

1．全体の流れ

①テーマについて予備知識を得る。

･新聞記事、資料などを銃な。

．話し合う。

･意見の交換をする。

･銃んだ物の要点整理をする。

･その他

②ことばの準備をする。

･調査用紙に出ていることば～文型・文法について勉強しておく;。

･アンケート鯛査に必要な表現を学ぶ6％

・その他

③ことば以外に気をつけることを学ぶ。

･調査用紙・手紙の形式

・その他

①アンケート調査用紙の配布（直接依頼または手紙一郵送一による依頼）

②調査川紙を回収する。

①調在の結果をまとめる。

②調斑の結果を発表する。

③ほかの人の発表を聞いて質IlIlしたり恵見を述べたりする。

④報告脅を轡く。

－１７８－
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